
2017(平成 29)年度 第２回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日 時：2017年 5月 20日（土）13：00～14：30 

場 所：きぼーる 千葉市ビジネス支援センター15階 多目的室 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席） 

□松井 隆支部長、△秋田義一、△秋元英郎、△今住則之、□江藤政継、□河北慶介、 

△川畑真一、□久保康弘、□熊田成人、△桑島英明、□志澤達司、□進藤秀明、□滝沢利

治、□長見 茂、□西田 宏、■花岡善郎、□尾頭 誠、□保坂俊雄、■松本喜義、△水野

正勝、□宮田隆夫、■山下六男、□山本陽一、△和田保久、 

オブザーバー：□見並勝佳 

平成 29年度新役員 □大柳規幸、□岡部政美、□竹田雅美、□中野 昇 

以上、委任状提出者も含め計２１名（出席 14 名、委任状提出 7 名）の幹事が出席し、支

部役員会は成立。 

 

２．議事概要 

・議長（支部長）挨拶  

 新年度に入り、今回から平成 29年度新役員予定の、4名（大柳、岡部、竹田、中野氏）、

及びオブザーバーとして、東葛テクノプラザの窓口として、井出氏に代わって見並氏に

出席していただいた。日本技術士会本部では６月 17 日に総会があり、千葉県支部では 7

月 17日に年次大会を開催するのでご協力をお願いしたい。 

 

［審議事項］ 

（１） 役員会議事録の作成について 

議事録作成書記は河北幹事、議事録署名人は熊田幹事及び志澤幹事が指名・承認され

た。 

（２） 平成 29 年度第 11回役員会議事録の確認（資料 2-1） 

・原案通り承認された。 

 

【委員会・チーム活動報告】 

（１）総務委員会（山本委員長） 

１）総務委員会報告（資料 2-2） 

①千葉県支部協賛団体に関する手引き（案） 

・手引き(案)については要領(案)に修正する。 

・第 1条(目的)については、文言を再検討する。 

・第 6条（賛助団体の特典）（１）の「懇親会」は「交流会」に修正する。 

ことで、本要領案は了承が得られた。 

 

 



②三役会議打合せメモ（資料 2-3） 

1)次期三役及び役員選任について 

・三役、委員長、チームリーダーは 7月 17日の年次大会に向け組織体制の準備にかかる。 

・若返り化と支部活性化を進めることを基本認識とする。 

2)財務 

・関東八県支部の平成 29年度支部活動費の増額は見送られ、代わりに講演会・見学会開催

費補助や対外活動促進費補助の増額が図られる。 

・このため、今後、CPD・見学会準備のための交通費や対外活動費の交通費を仕分けて立替

請求する、賛助会員数の増加の活動促進、企業支援等の事務手数料・寄付金の増額、

また、CPD 参加費を 1500 円とするなどの財政対策を年次大会以降進めていくことに

ついて、了承を得た。 

3)年次大会 

・報告は基本的にパワーポイントを使用する。会計については定期的に本部に報告し

ているので監査は止める。 

4)その他 

・人材育成や CPD 情報の掲載など、産業人クラブの有効活用、連携・交流を深めてい

く。 

③公益社団法人 日本技術士会千葉県支部 平成 29年度年次大会活動報告書（資料 2-4） 

・平成 29年度年次大会活動報告 PPT 案の紹介があった。 

 

２）企画委員会報告（保坂委員長）（資料 2-5） 

・企画委員会報告 第２回役員会資料 

・今後の講演会の予定 

第 47回 5月 20 日 新合格者祝賀会、技術者倫理 
第 48回 6月 10 日 トヨタ式モノづくりセミナー（その２） 
第 49回 7月 17 日 年次大会、「地震の前兆現象」 
第 50回 8月 5日 IOT活用事例について 
第 51回 9月 2日 (仮称)震災から 6 年たった福島の現状 
第 52回 10月上旬 AI・ロボットについて 

・11月以降の提案についても検討を進める。 

 

３）広報委員会（資料 2-6） 

・会報第 6号(秋に発行予定)に、5月 20日(本日の)合格者祝賀会に参加される合格者の技

術士としての抱負や賛助会員の自己紹介などの掲載を依頼した。 

・各委員会・チームに活動状況の掲載記事を依頼した。 

 

４）産学官連携チーム活動報告 5月（宮田チームリーダー）(資料 2-7) 

 ・千葉工大との産学官連携については川口氏が引き続き仁志教授と調整を行う。 

 ・平成 29 年 7月から 8名のメンバーでチーム活動を行う。 



 ・機会がある毎に産学官連携チームのメンバー増強に努める。 

  ・産業人クラブ事務局(日刊工業新聞)との連携活動方策についても検討を進める。 

 

５）防災支援チーム報告（江藤チームリーダー）（資料 2-8） 

・「災害時における応急対策及び災害復旧の協力に関する協定書」については、近々千葉

市と協定締結が行われる予定である。マスコミ対策を含め、市の担当部局とも十分協

議して進める。 

  ・4月に、マンション管理組合の定期総会で行った一般向け防災講演会(講師：江藤幹事)

が好評で、今年の 10 月、来年 2月にも講演の要請が来た。 

  ・今後 CPD講演として位置付けを検討していく。 

  

６）科学技術・理科支援チーム（西田チームリーダー）（資料 2-9） 

・恒例の「青少年のための科学の祭典 第 23回千葉大会」に出展参加する。 

・6つのテーマで、３つのチームに分け京葉工業高校や千葉高校などの協力を得て行う。 

・「2017 年第 1 回チャレンジ SHIRASE」(5 月 28 日出展(今住幹事))についても、京葉工

業高校などの協力を得て進めている。 

・今後、他の活動チームや賛助会員の参加も含めて検討していく。 

 

以上 

［配付資料］ 

  （資料 2-1）平成 29年度 第 1回支部役員会議事録（案） 

  （資料 2-2）千葉県支部協賛団体に関する手引き（案） 

  （資料 2-3）三役会議打合せメモ 

  （資料 2-4）平成 29年度年次大会活動報告書（作成案） 

（資料 2-5）企画委員会報告 第２回役員会資料 

  （資料 2-6）広報委員会活動報告 

  （資料 2-7）産学官連携チーム活動報告 5月 

  （資料 2-8）防災支援チーム報告 

  （資料 2-9）科学技術、理科支援チーム活動報告 

 

 

議事録作成者                 河北 慶介 

 

議事録署名人（署名捺印）           松井 隆 

 

   熊田 成人 

    

                           志澤 達司 

 


